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令和６年３月２５日  

宗像市議会 

議長 神谷 建一 様 

予算第２特別委員会     

委員長 岩岡 良   

 

 

委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

第 27号議案 令和５年度宗像市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

 

 事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４９８万４,０００円を減額し、１０７億

１,２０９万２,０００円とする。直営診療施設勘定の歳入歳出予算の総額は変わらず、歳入の内

訳を変更する。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 歳入では、特別調整交付金の額の確定に伴い、県支出金を減額し、保険基盤安定繰入金等の

額の確定等に伴い、保険税軽減分を増額し、保険者支援分を減額する。また、昨年発生した国

民健康保険税納税通知書の二次元バーコードのシステム障害対応に要した費用について、委託

事業者から徴収した弁償金を一般会計から繰り入れる。 

２ 歳出では、保健事業費の医療費適正化特別対策事業費において決算見込額に基づき、委託料

を減額する。 

〔直営診療施設勘定〕 

交付金の額の確定に伴い、歳入の繰入金において一般会計繰入金を増額し、事業勘定繰入金を

減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 28号議案 令和５年度宗像市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について 

 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３２９万８,０００円を増額し、１８億９,８３５万

１,０００円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入では、決算見込額に基づき後期高齢者医療保険料を増額し、保険基盤安定繰入金の額の

確定等に伴い、一般会計繰入金を減額する。 
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２ 歳出では、保険基盤安定負担金の確定等に伴い、後期高齢者医療広域連合納付金を増額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 29号議案 令和５年度宗像市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

 

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１億７,４７２万１,０００円を減額し、８２億９,

０８４万円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入では、歳出の保険給付費、地域支援事業費の補正に伴い、国庫支出金、支払基金交付金、

県支出金、繰入金をそれぞれ減額する。 

２ 歳出では、保険給付費において、利用件数の減少や予定していたグループホームと特別養護

老人ホームの開設が遅れたこと等に伴い、施設介護サービス給付費を減額する。また、地域支

援事業費において、当初見込みより利用者数が減少したこと等に伴い、介護予防・生活支援サー

ビス事業費、一般介護予防事業費、包括的支援事業・任意事業費をそれぞれ減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 30号議案 令和５年度宗像市下水道事業会計補正予算（第３号）について 

 

 収益的収入及び支出では、収入を６３６万６,０００円減額し、収入総額を２９億９,２４３万

９,０００円とし、支出を７,８４０万１,０００円減額し、支出総額を２６億４,６４０万６,００

０円とする。 

 資本的収入及び支出では、収入を１,０５２万８,０００円減額し、収入総額を１億５,６８８万

５,０００円とし、支出を２,１５７万円減額し、支出総額を１２億１,７６０万４,０００円とす

る。あわせて、企業債の補正を行う。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収入では、他会計負担金について、関連する支出の減少に伴い、減額する。収益的支

出では、管渠費において当初の見込みより修繕や工事箇所が少なかったため、修繕費、工事請

負費を減額する。 

２ 資本的収入では、資本的支出における建設改良費の減額に伴い、企業債と補助金を減額する。

資本的支出では、施設整備費において、入札執行残等により委託料を減額する。また、汚水管

渠の布設延長の短縮や人孔蓋改築数の減少及び、水道管の移設等がなかったことなどに伴い、

工事請負費を減額する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 
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第 32号議案 令和６年度宗像市国民健康保険特別会計予算について 

 

事業勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ１０６億８,１６８万６,０００円と定める。直営診

療施設勘定の予算総額は、歳入歳出それぞれ８,２７６万５,０００円と定める。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

〔事業勘定〕 

１ 予算総額は、前年度比４.１％、４億１,７２０万円の増額である。増額の要因は、歳出にお

ける保険給付費の増加であり、それに伴い歳入では県支出金が増加している。県が決算剰余金

を活用し、医療給付費分納付金を引き下げたため、国民健康保険事業費納付金は４,６００万円

減少している。 

２ 令和６年度の被保険者数は、前年度比１.２％、２２７人の減少を見込んでいる。被保険者の

うち介護保険第２号被保険者数は、前年度比０.２％、９人の増加を見込んでいる。被保険者数

については、いわゆる団塊の世代が７５歳に到達して、後期高齢者医療制度に移行しているこ

とや、社会保険の適用拡大の影響などで、今後も減少傾向となる見込みである。 

３ 令和６年度の国民健康保険税額は、宗像市国民健康保険基金の処分要件を緩和したことによ

り、基金を取り崩して据え置く。 

〔直営診療施設勘定〕 

１ 予算総額は、前年度比２.９％、２３３万４,０００円の増額である。 

２ 大島診療所の医療機器が経年劣化しているため、買換えに係る費用を県支出金と市債で賄う。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・今回、国民健康保険基金を活用して国民健康保険税額を据え置くことは、加入者の生活状況を

救えると考える。今後も基金の柔軟な活用をお願いしたい。国民健康保険税の子どもの均等割

について、未就学児は廃止されたが、そのほかの１８歳までの子どもたちについても廃止する

よう、引き続き、国に声を上げてほしい。 

・今後は、離島でのオンライン診療についても検討してほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 33号議案 令和６年度宗像市後期高齢者医療特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ２０億５,３７１万６,０００円と定める。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 予算総額は、前年度比９.７％、１億８,１００万１,０００円の増額である。歳入の主なもの

は、保険料と保険基盤安定繰入金等の一般会計繰入金、歳出の主なものは、後期高齢者医療広

域連合納付金と総務費である。 
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２ 保険料率は後期高齢者医療広域連合で２年ごとに改定をされており、令和６年度と７年度の

保険料率は、均等割額が６万４円、所得割率は１１.８３％、賦課限度額は８０万円で、前年度

と比較して大幅な増額となっている。 

 

【意  見】 

（反対意見） 

・後期高齢者医療制度そのものが問題だと考える。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

 

第 34号議案 令和６年度宗像市介護保険特別会計予算について 

 

予算総額は、歳入歳出それぞれ８０億８,１１４万４,０００円と定める。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 令和６年度は、第９期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の初年度である。認定者数は、令

和４年度、５年度については、増加しているものの計画値と比較すると抑えられている。 

２ 認定者数が抑えられている要因は、介護予防・日常生活支援総合事業や地域包括支援セン

ターでの総合相談機能の充実、介護予防事業などの取組により、要支援・要介護になる時期を

遅らせることができていることなどが考えられる。 

３ 宗像市介護給付費準備基金等を活用して第９期の介護保険料基準月額を第８期の５,０００

円から４,７５０円に引き下げる。計画期間中に８億円の基金の取崩しを予定しており、初年度

である令和６年度は約１億４,０００万円の取崩しを見込んでいる。 

４ 保険者努力支援交付金については、介護予防・日常生活支援や認知症総合施策の推進、在宅

医療・在宅介護連携の体制構築等で評価されており、地域支援事業費において介護予防事業等

の高齢者の自立支援や重度化防止の取組に活用する。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・基金を活用して保険料の引下げを行うことは評価するが、介護保険制度そのものが崩壊しかけ

ており、デイサービスや訪問介護の事業所が今後さらに閉鎖していく事態を招きかねないと考

える。また、介護労働者の賃金格差も大きいため、自治体が健全に介護保険の運営ができるよ

う国に働きかけをお願いしたい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 35号議案 令和６年度宗像市・福津市介護認定審査会特別会計予算について 

 

 予算総額は、歳入歳出それぞれ５,１９５万７,０００円と定める。 
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【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

 審査件数を７,１２８件、負担割合を宗像市６５.９％、福津市３４.１％として、歳出科目に応

じて両市の負担金を計上する。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 36号議案 令和６年度宗像市渡船事業特別会計予算について 

 

予算総額は、歳入歳出それぞれ６億２,２８８万４,０００円と定める。  

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 歳入では、大島航路の利用者数を前年度当初見込の５％増、地島航路の利用者数を前年度当

初見込の１％減を見込んで運賃収入を計上する。 

２ 歳出では、今後の船舶の代船の在り方について航路改善協議会で検討するため、船舶建造事

業費を新たに設け、航路改善計画策定業務委託料等を計上する。令和５年度に県内で渡船事業

を持つ福岡市、北九州市、糸島市、新宮町とともに、共通予備船に関する調査研究を行ってお

り、報告書ができ次第、島民及び議会へ説明する予定である。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・島の活性化のための観光航路と島民の生活航路の２つを柱として渡船事業の充実を進めてほし

い。生活航路としては、駐車場の改善や子どもの渡船料金の見直しなど島民の生活利便性をど

う高めるかの視点を取り入れて、充実した事業にしてほしい。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 37号議案 令和６年度宗像市下水道事業会計予算について 

 

 収益的収入及び支出では、収入の予定額を２９億８,１８４万４,０００円とし、支出の予定額

を２７億１,８６２万１,０００円とする。資本的収入及び支出では、収入の予定額を５億５,４１

８万４,０００円とし、支出の予定額を１６億３,１４１万１,０００円とする。また、企業債の限

度額を３億８,８９０万円とする。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 収益的収入は前年度比３,５９０万２,０００円の減額で、収益的支出は前年度比２,８１７万

９,０００円の減額である。資本的収入は前年度比３億８,６７７万１,０００円の増額で、資本

的支出は前年度比３億９,０６５万４,０００円の増額と雨水浸水対策事業の増加により大幅な

増額となっている。 
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２ 下水道施設改築更新事業費において、令和７年度以降に終末処理場汚泥処理施設の機能保全

工事を行うための詳細設計及び田島汚水中継ポンプ場の豪雨時の浸水による機能停止を未然に

防止するための詳細設計を行う。また、老朽化したマンホールポンプの改築更新工事を行う。 

３ 雨水浸水対策事業において、宗像市雨に強いまちづくりビジョンに基づき浸水対策施設の整

備を行う。田熊地区はポンプ施設整備、そのほかの地区では調整池整備を主な対策として実施

する予定としている。令和６年度は栄町・くりえいと・田久地区では河川からの逆流防止対策

であるフラップゲート整備、田熊地区では雨水を河川へ強制的に排水するポンプ施設等整備、

くりえいと地区では雨水を一時的にためる調整池等整備を予定している。なお、ポンプ施設と

調整池の効果は同等であり、停電や故障などのリスクや事業費を勘案した上で立地に適した施

設を選定している。また、田んぼダムの取組についても検討したが、抜本的対策としては難し

く、既存の田んぼを活用しながらも調整池等の整備が必要だと判断した。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・雨水浸水対策事業の対象となっている地域には、直接出向き、地域住民に説明をして理解して

もらうことが必要だと考える。また、長期的な事業となるため、議会にはスケジュール等につ

いて定期的に報告をお願いしたい。 

・以前から課題となっていた雨水対策が１日も早く実現されるよう要望する。 

（反対意見） 

・下水道事業は市民に欠かせない事業であるからこそ、市民の暮らしが厳しくなっている中、令

和４年度に下水道使用料の減免を行ったように、一般会計の繰入れ等を使いながら、使用料の

負担を軽減する努力を見せてほしかった。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 


